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 以下HP https://creativegrowth.org/artists#/dan-miller/ より抜
粋
 DAN MILLER　Born 1961, Castro Valley, California.
 Has practiced at Creative Growth since 1992.  Dan Miller’s 
ar twork reflects his perceptions.  Letters and words are 
repeatedly overdrawn, often creating ink layered masses, 
hovering on the page and built up to the point of obliteration or 
destruction of the ground. Each work contains the written 
recording of the artist’s obsession with objects like light bulbs, 
electrical sockets, food and the names of cities and people.  Dan 
continues to work in a variety of media, including drawing, 
painting, ceramics, wood sculpture, printmaking, and other 
mixed media projects. 
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的行為を感じる行為が多くを占め、新聞紙遊びは
逆に拍子を感じる行為が多くみられる結果となっ
た。絵の具はその素材特性から身も心も溶けてい
く感覚になり、弛緩の中にリズム的なゲシュタル
トを多く生み出したと考えられる。対比的に新聞
紙は今回示した素材の中では最も可塑性が高く、
何かに＜成りやすい＞素材である。何かに＜成る
＞行為は極めて意思的な行為であり、その何かに
＜成る＞過程において拍子を感じさせる動きが見
られたのは至極自然なことである。この事実は本
研究の成果として位置付けるにふさわしいもので
ある。
　一定の拍子は確認できないが、動きの中にまと
まりのあるリズムを最も多く確認できた素材はス
トレッチシートであった。ストレッチシートの持
つ“伸びては収縮”するその素材特性は再現性が
低く、類似的に再帰しようとする動きを導き出す。
また、緊張から解放へ向かう抑制から脱落する動
きがリズムを生み出すことの証明となる素材特性
であると言える。
　冒頭に述べたように本研究の目的は子どもひと
りひとりに内在する豊かな表現性を造形、音楽、
身体表現等の領域による分割以前の渾然とした表
現として捉え、その価値を明らかにしていくこと
であり、その手段としてあらゆる子どもの表現す
る身体に通底するリズムに着目し、検討を重ねて
きた。その結果、幼児が素材を扱う行為の中に一
定の特徴的なリズムが存在することが明らかにな
った。特に直接的に拍に結び付かなくとも、材料
との関わりは多くの時間がリズム的であり、それ
は子どもが素材と一体化し、変化させ、それを感
受し、次の表現へと繋がっていく“連続性の中に
ある更新”であるという視点が得られたことは大
いなる前進であった。
　また、表現において緊張と解放の中に拍子とリ
ズムが存在することが顕現されたのは、それ自体
が幼児期の子どもがものと関わるその過程におい
て重要な標に成り得る可能性の発見でもあり、今
後に向けての成果と言える。また、そのリズムが
素材の特性と呼応し、よりダイナミズムのある身
体的造形表現を生み出している可能性についても
確認することができた。取り扱う素材特性に関し
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